
大
正
12
年
９
月
１
日
の
関
東
大
震

災
で
旧
制
中
等
科
・
高
等
科
理
科
特

別
教
室
等
が
焼
失
し
、
授
業
は
仮
校

舎
で
行
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
大
正
14
年
９
月
に
理
科
特

別
教
室
（
現
南
１
号
館
）
の
建
設
に

着
工
、
昭
和
２
年
３
月
に
竣
工
、
４

月
よ
り
旧
制
中
等
科
・
高
等
科
の
物

理
・
化
学
・
博
物
学
の
授
業
を
開
始

し
た
。
こ
の
建
物
の
設
計
は
宮
内
庁

内
匠
寮
で
、
学
習
院
最
初
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
、
地
上
３
階
、
地
下
１

階
建
て
、
外
観
は
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク

様
式
を
基
調
と
し
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ

ル
貼
り
で
理
科
教
室
と
し
て
設
計
さ

れ
、
天
井
が
高
く
漆
喰
壁
、
竪
羽
目

板
腰
高
、
窓
は
天
井
部
分
ま
で
伸
び
、

採
光
に
も
優
れ
、
木
製
の
床
板
、
露

出
の
電
気

配
線
、
配

管
、
ド
ラ

フ
ト
チ
ャ

ン
バ
ー
等

が
設
置
さ

れ
て
い
た
。

昭
和
22

年
学
習
院

は
私
立
学

校
と
し
て
再
出
発
、
理
学
部
は
昭
和

24
年
５
月
に
入
学
式
を
行
い
物
理
科

及
び
化
学
科
の
２
学
部
、
第
１
学
年

の
み
63
名
で
発
足
し
た
。

そ
し
て
南
１
号
館
は
設
備
の
大
改

修
を
行
い
、
電
線
は
露
出
配
線
、
単

相
１
０
０
Ｖ
、
三
相
２
０
０
Ｖ
、
発

電
機
に
よ
る
大
容
量
直
流
電
源
及
び

蓄
電
池
に
よ
る
直
流
も
供
給
さ
れ
、

給
水
及
び
ガ
ス
配
管
も
整
備
さ
れ
た
。

35
年
頃
ま
で
３
階
の
廊
下
に
は
博
物

学
で
使
用
さ
れ
た
標
本
が
有
っ
た
。

昭
和
28
年
に
別
館
が
建
て
ら
れ
て

理
論
物
理
学
の
研
究
室
が
移
り
、
昭

和
36
年
の
南
２
号
館
の
完
成
に
よ
り

有
機
化
学
及
び
無
機
化
学
の
研
究
室

が
南
２
号
館
に
移
動
し
た
。

南
１
号
館
は
平
成
22
年
の
南
７
号

館
（
理
学
部
研
究
教
育
棟
）
の
完
成

に
よ
り
理
学
部
校
舎
と
し
て
の
83
年

の
使
命
を
終
え
た
。

南
１
号
館
は
平
成
21
年
４
月
に
国

の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
・
保
存

さ
れ
、
一
般
教
室
棟
に
変
更
さ
れ
た
。

耐
震
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
合
わ
せ

て
南
側
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
各
階
に

ト
イ
レ
、
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
も
設
置
さ

れ
た
。
教
室
部
分
は
建
設
当
時
の
広

さ
に
戻
さ
れ
、

大
小
13
の
一

般
教
室
と
な
っ

た
。そ

の
内
６

教
室
は
理
学

部
当
時
の
内

装
を
再
現
し
、

窓
枠
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
木
製

家
具
を
修
復
再
利
用
、
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ

ン
バ
ー
（
写
真
の
教
室
）
、
実
験
用

流
し
、
天
井
の
む
き
出
し
電
気
配
線
、

配
管
等
の
整
備
保
存
を
行
い
、
掲
示

板
を
設
置
し
た
。
正
面
階
段
の
手
摺

や
玄
関
ホ
ー
ル
の
装
飾
は
昔
の
ま
ま

で
あ
る
。
改
修
工
事
は
平
成
25
年
３

月
に
完
了
し
、
現
在
一
般
教
室
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
章
を
作
成
す
る
に
当
た
り

「
学
習
院
百
年
史
及
び
学
習
院
南
１

号
館
（
再
生
し
た
旧
理
科
教
場
）
」

を
参
照
さ
せ
て
頂
い
た
。

高
橋
研
究
室
で
は
、
「
電
気
が
流

れ
る
有
機
物
」
有
機
分
子
性
導
体
の

物
性
を
主
に
固
体
Ｎ
Ｍ
Ｒ
（
核
磁
気

共
鳴
）
を
使
っ
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
電
荷
移
動
型
の
有
機
分
子
の

集
合
体
で
す
。
分
子
間
を
電
子
や
ホ
ー

ル
が
移
動
し
て
伝
導
を
担
い
ま
す
が
、

こ
の
電
荷
の
移
動
方
向
が
分
子
の
配

列
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
た
め
、
一

次
元
や
二
次
元
の
金
属
と
見
な
す
こ

と
が
出
来
ま
す
。
そ
こ
で
は
温
度
や

圧
力
を
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
し
て
、
低

次
元
電
子
系
特
有
の
さ
ま
ざ
ま
の
現

象
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
有
機
物
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
無
機
金
属
並
み

の
高
い
伝
導
を
示
す
と
思
っ
た
ら
、

低
温
で
い
き
な
り
絶
縁
体
に
転
移
し

た
り
、
そ
の
絶
縁
相
に
適
当
な
圧
力

（
静
水
圧
や
一
軸
圧
）
を
か
け
る
と

超
伝
導
に
な
っ
た
り
、
そ
の
多
彩
な

現
象
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
２
０
１

０
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
が
グ
ラ

フ
ェ
ン
（
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
の
炭
素
の

層
を
一
枚
だ
け
は
が
し
た
純
粋
な
二

次
元
系
）
の
特
異
な
物
性
の
研
究
に

与
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
グ
ラ
フ
ェ
ン

と
同
様
な
物
性
が
高
橋
研
で
扱
っ
て

い
る
分
子
性
導
体
で
も
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

３
台
あ
る
超
伝
導
電
磁
石
を
冷
却

し
、
極
低
温
ま
で
の
測
定
を
す
る
た

め
に
は
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
が
不
可
欠
で

す
が
、
本
学
に
は
、
１
９
８
５
年
に

当
時
の
川
路
紳
治
教
授
が
導
入
さ
れ

た
ヘ
リ
ウ
ム
液
化
器
が
あ
り
大
活
躍

を
し
て
い
ま
す
。
蒸
発
し
た
ヘ
リ
ウ

ム
ガ
ス
は
回
収
し
て
再
び
液
化
し
て

使
用
し
ま
す
。
ヘ
リ
ウ
ム
液
化
機
は

南
４
号
館
の
地
下
の
ド
ラ
イ
エ
リ
ア

に
設
置
し
て
あ
っ
た
の
で
す
が
、
建

物
内
に
収
納
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、

昨
年
秋
、
高
橋
研
の
実
験
室
内
に
移

動
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
実
験
装
置

を
置
く
ス
ペ
ー
ス
が
大
幅
に
狭
く
な

り
ま
し
た
が
、
液
化
機
の
恩
恵
を
受

け
る
た
め
に
は
、
や
む
を
得
な
い
決

断
で
し
た
。
ど
う
ぞ
見
学
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
（
高
橋
利
宏
）
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史
と
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建物の西側に学生ラウンジとトイレ、南側にエ

レベーターが増設されている。



年
賀
状
も
来
な
く
な
っ
た
今
年

1
月
14
日
に
北
の
国
か
ら
１
通
の
手

紙
が
私
の
自
宅
に
届
い
た
。

千
里
馬
の
70
ウ
ォ
ン
切
手
が
４
枚

は
っ
て
あ
り
、
差
出
人
と
住
所
は
ハ

ン
グ
ル
だ
か
ら
よ
く
分
か
ら
な
い
。

消
印
を
み
る
と

2014.01.1
1
PYONG

Y
A
N
G

と
あ
る
。

手
紙
の
差
出
人
は

全
く
存
じ
上
げ
な
い
方
だ
が
、
彼
の

手
紙
は
数
年
前
か
ら
学
習
院
大
学
在

籍
中
の
私
に
届
く
よ
う
に
な
っ
て
い

た
の
で
驚
き
は
と
く
に
な
い
。

最

初
の
手
紙
は
住
所
と
し
て

東
京
、
学
習
院
、

飯
高
教
授
様

日
本

と
だ
け
書
い
て
あ
っ
た
。

こ
れ

で
郵
便
を
配
達
し
て
く
れ
る
日
本
郵

政
に
感
謝
し
た
。

最
初
の
手
紙
は
２
０
０
６
年
の
発

行
の
雑
誌｢

数
学
セ
ミ
ナ
ー｣

に
載
っ

た
私
の
微
積
分
の
教
育
法
に
つ
い
て

の
意
見
に
共
鳴
し
て
手
紙
を
く
れ
た

の
で
あ
る
。
数
回
の
や
り
と
り
の
後

半
年
以
上
音
信
不
通
だ
っ
た
の
だ
が
、

自
宅
に
手
紙
が
ま
た
来
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
間
に
直
腸
が
ん
の
手
術
を

受
け
、
簡
単
に
退
院
は
で
き
な
か
っ

た
と
こ
の
手
紙
で
書
か
れ
て
い
る
。

本
文
は
大
学
の
数
学
教
育
に
つ
い
て

の
ま
じ
め
な
見
解
で
あ
る
。
以
下
で

こ
の
手
紙
の
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

飯
高
茂
先
生
様

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
達
者
で
す
か
、
夫
人
様
は
健
康

で
す
か
。

あ
な
た
の
著
書
《
体
論
、

こ
れ
は
お
も
し
ろ
い
》
外
１
巻
の
参

考
書
を

5
月
10
日
に
有
難
く
受
け

取
り
ま
し
た
。
代
数
学
発
展
に
関
す

る
教
育
に
大
き
な
助
け
を
受
け
ま
し

た
。

６
月
初
に
私
は
右
手
の
神
経

収
縮
で
細
胞
の
生
理
的
な
変
化
で
は

無
く
、
す
き
な
と
う
が
ら
し
の
た
べ

す
ぎ
で
直
腸
が
ん
の
手
術
を
受
け
て

こ
の
よ
う
に
助
か
り
ま
し
た
。
人
間

の
運
命
の
責
任
を
果
た
す
国
策
に
よ

り
自
由
退
院
が
で
き
な
く
11
月
初
に

完
全
治
療
で
退
院
し
ま
し
た
。
意
見

交
換
が
お
そ
く
な
っ
て
と
て
も
す
み

ま
せ
ん
。
私
は
常
に
あ
な
た
が
70
の

老
年
だ
か
ら
生
活
で
青
春
の
精
神
を

取
り
も
ど
し
運
動
を
生
活
化
す
る
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

間
、
転
宅
し
ま
し
た
。
現
住
所
は
封

筒
の
通
り
で
す
。

世
界
解
析
学
教
育
で
ε-

δ
論
法

と
そ
の
教
え
方
で
現
れ
て
い
る
恐
ろ

し
い
偏
向
を
克
服
す
る
意
見
を
始
め

か
ら
送
る
つ
も
り
で
し
た
が
道
徳
的

に
偏
向
の
結
果
だ
け
を
送
っ
た
の
で

す
。
そ
の
後
そ
れ
に
対
し
た
意
見
を

手
紙
の
制
限
で
消
極
的
に
送
り
ま
し

た
。

今
日
は
言
い
ま
す
。

あ
な
た
が
小
文
で
言
っ
た
《
ε-

δ
論
法
は
単
に
解
析
学
の
基
礎
で
あ

る
に
留
ま
ら
ず
数
学
の
論
理
の
非
常

に
良
い
教
材
で
あ
る
》
に
根
本
を
お

き
ま
す
。

<

中
略>

第
一

数
学
と
数
学
教
育
に
は
不

可
避
に
間
が
生
じ
て
又
現
代
数
学
の

抽
象
性
が
高
く
な
り
論
理
性
が
強
く

な
っ
て
い
ま
す
。

<

中
略>

論
理
又
は
そ
の
規
範
に
対
す
る
教

育
は
言
語
生
活
と
該
当
期
間
の
数
学

対
象
で
見
る
と
す
く
な
く
と
も
高
等

学
校
か
ら
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

解
析
学
の
ε-

δ
論
法

は
集
合
、
条
件
、
写
像
を
部
分
概
念

と
す
る
概
念
が
成
立
す
る
と
見
る
。

後
略

彼
の
漢
字
名
は
李
英
吉
で
、
数
学

と
教
育
を
愛
す
る
純
な
精
神
の
持
ち

主
で
あ
る
こ
と
は
、
手
紙
か
ら
察
せ

ら
れ
る
。

手
紙
の
往
復
、
数
学
書

の
郵
送
な
ど
に
何
の
障
害
も
な
か
っ

た
。

韓
国
か
ら
北
と
手
紙
の
往
復

は
厳
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

私
は
57
年
化
学
科
石
井
研
を
卒
業

い
た
し
ま
し
た
。
長
か
っ
た
出
張
族
、

海
外
赴
任
か
ら
一
昨
年
末
帰
国
後
、

家
に
い
る
生
活
を
昨
年
か
ら
開
始
。

そ
ん
な
時
見
学
会
の
記
事
を
目
に
し

参
加
し
た
の
が
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
工
場

見
学
会
で
し
た
。
こ
の
見
学
棟
は
弟

が
二
年
間
建
設
の
為
現
場
監
督
を
し

た
建
物
で
あ
る
こ
と
を
後
で
知
り
ご

縁
を
感
じ
ま
し
た
。

今
は
鈴
木
明
事
務
局
長
、
山
崎
晶

三
先
輩
を
始
め
事
務
局
の
一
員
と
し

て
皆
様
へ
交
流
会
の
開
催
案
内
を
お

送
り
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
年
３

回
は
理
学
部
の
先
生
と
理
学
部
の
同

窓
会
会
員
の
２
名
の
方
に
講
演
を
頂

い
て
お
り
更
に
新
年
に
は
見
学
会

（
講
演
）
、
理
学
部
同
窓
会
新
年
会

を
、
６
月
に
は
理
学
部
同
窓
会
総
会
、

そ
し
て
講
演
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

終
了
後
は
懇
親
会
を
開
催
し
理
解
出

来
な
か
っ
た
講
演
内
容
の
フ
ォ
ロ
ー

と
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
紙
か
ら
電
子
デ
ー
タ
ー

へ
「
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
交
流
会
名
簿
、
講
演

記
録
、
議
事
録
な
ど
同
窓
会
の
大
切

な
資
産
を
保
管
し
、
今
迄
多
く
の
先

輩
が
築
き
上
げ
て
下
さ
っ
た
活
動
を

受
け
継
ぎ
残
せ
る
よ
う
に
す
る
大
切

な
作
業
で
す
。
技
術
交
流
会
は
平
成

９
年
12
月
６
日
第
１
回
が
開
催
さ
れ

次
回
総
会
で
78
回
を
数
え
る
迄
に
な

り
ま
し
た
。

頭
が
痛
い
の
は
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
ど
う
備
品
を
用
意
す
る
か
で
す
。

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
家
が
群
馬
県

磯
部
に
あ
り
東
京
迄
出
か
け
る
の
が

大
変
な
こ
と
で
す
。
東
京
に
勤
め
れ

ば
い
つ
で
も
参
加
可
能
に
な
る
の
で

今
年
は
私
自
身
再
就
職
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

メ
ル
ア
ド
を
登
録
し
て
頂
く
と
開

催
毎
に
案
内
メ
ー
ル
を
差
上
げ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
理
学
部
同
窓
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
技
術
交
流
会
を
含
む

行
事
の
開
催
予
定
、
過
去
の
活
動
内

容
を
ご
覧
頂
け
ま
す
。
是
非
登
録
し

て
頂
き
メ
ー
ル
が
届
い
た
際
な
ど
定

期
的
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
を
お

願
い
し
ま
す
。
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技
術
交
流
会
委
員
に
な
っ
て

昭
57
化
卒

阿
部
史
治

浅
野
様
か
ら
第
１
号
に
掲
載
し
た
「
南
１
号
館
の
思

い
で
」
の
記
事
に
つ
い
て
訂
正
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

・
浅
野
氏
が
中
３
だ
っ
た
の
は
昭
和
21
年
・
工
作
工
場
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
に
若
井
田
さ
ん
を
追
加
す
る
。

特
集
で
ご
紹
介
し
た
「
学
習
院

南
１
号
館

再
生
し
た
旧
理
科
教
場
」
は

丸
善
プ
ラ
ネ
ッ
ト
社
発
行
、
本
体
価
格
１
２
０
０
円
＋
税
、
全
国
書
店
、
秦
々

会
及
び
学
内
成
文
堂
書
店
で
発
売
中
で
す
。

編
集
後
記

北
の
国
か
ら
来
た
手
紙

名
誉
教
授

飯
高

茂

寄
稿

【
訂
正
と
お
詫
び
】

第
１
号
の
記
事
「
学
習
院
大
学
35

年
」
に
お
い
て
、
小
林
先
生
の
お
名

前
の
表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
致
し
ま
す
。

（
誤
）
小
林
貞
之
介

（
正
）
小
林
貞
之
助

阿部史治氏


